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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第103期

第３四半期連結
累計期間

第104期
第３四半期連結
累計期間

第103期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 24,518,11924,485,86532,095,622

経常利益（千円） 250,192 891,892 259,668

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円）
75,032 269,444△323,102

四半期包括利益又は包括利益（千

円）
74,151 303,810△323,144

純資産額（千円） 15,106,02514,865,55714,711,083

総資産額（千円） 30,537,93630,411,36029,245,181

１株当たり四半期（当期）純利益

（△は損失）（円）
6.83 24.55 △29.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 49.0 48.4 49.8

　

回次
第103期

第３四半期連結
会計期間

第104期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益（△は損

失）（円）
△5.78 3.21

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国の企業業況や雇用に持ち直しが見られたことから、米国経済

については回復基調にあると思われるものの、財政再建策を巡る問題が未決着であり、不安要素を抱えております。

また、欧州の経済は未だ低迷した状態から脱することができず、中国においても景気は減速傾向を強めており、世界

的に先行き不透明感が漂っております。

　一方、わが国経済については、震災の復旧・復興によって緩やかな回復を辿っておりましたが、第３四半期に入り、

長引く円高によって企業の景況感が悪化するなど景気回復は踊り場を迎えました。しかし、昨年末の政権交代に

よって為替相場がこれまでの円高基調から円安へと反転し、輸出企業の国際競争力の回復が見込まれるなど、明る

い兆しも見え始めてまいりました。

　そのような状況下、当社グループにおいては、軽包装材料の製品売上が季節要因と欧州・中国経済の影響を受けて

減少しましたが、機能性材料の製品がスマートフォンやタブレット端末向けに好調な受注を維持したため、軽包装

材料の減収を補う結果となりました。また、収益面においては、機能性材料の販売数量増加と製品の収益性向上に

よって、前年同期と比較して大幅に改善致しました。

　また、札幌工場跡地における土壌及び地下水汚染に対する恒久的な浄化処理費用につきましては、当四半期におい

て処理計画が策定され、合理的な費用の見積もりが可能となりましたので、その金額を環境対策費として特別損失

に追加計上致しました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高24,485百万円（前年同期比

0.1％減）、営業利益759百万円（前年同期比335.9％増）、経常利益891百万円（前年同期比256.5％増）、四半期純

利益269百万円（前年同期比259.1％増）となりました。

　セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

　

　軽包装材料

　当セグメントにつきましては、東日本大震災以降の食糧備蓄ニーズに伴う需要増が一巡したものの、調理の簡便化

や個食化が進むなか、電子レンジ対応食品包材「レンジＤｏ！」を中心に食品用包材の受注は堅調に推移しまし

た。しかし、春先の天候不順によって清涼飲料やゼリー等の夏季向け商品の立ち上がりが遅れたことなどが影響し、

食品関連全体では例年を下回る結果となりました。また、欧州経済の停滞や中国の景気減速により、工業用関連の主

力商品である「エアロテクト」の受注の落ち込みが長期化し、大幅な減収となったことから、当セグメントの売上

高は減少しました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,623百万円（前年同期比5.7％減）となりました。

　

　産業資材

　当セグメントにつきましては、梱包・養生テープ用の樹脂クロス、布ポリラムなどの製品は、好調な受注を維持し

たものの、震災後の需要増によって販売量が増加した前年同期と比較すると若干の減収となりました。一方、クラフ

トテープ、包装紙用のラミネート紙については、ユーザーの製品の販売量が増加したことから受注が増え、若干の増

収となりました。また、剥離紙のなかでも当社の成長商品である電材用工程紙「アドテラ」の受注が、期初において

低調であったことなどから、当セグメントの売上高は僅かに減少しました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,852百万円（前年同期比0.8％減）となりました。
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　機能性材料

　当セグメントにつきましては、世界的に液晶テレビの低価格化が進み、それに使用される偏光板、導光板用の表面

保護フィルムは単価の下落と受注の減少によって減収となりましたが、スマートフォンやタブレット端末等のタッ

チパネルに使用される各種光学シート用の表面保護フィルムが大きく伸長した結果、当セグメントの売上高は大幅

に増加しました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,687百万円（前年同期比9.9％増）となりました。

　

　なお、セグメント別の売上高は以下のとおりです。

   

セグメント別  売上高  構成比  前年同期比

軽包装材料  10,623百万円 43.4％ 5.7％減

産業資材  5,852百万円 23.9％ 0.8％減

機能性材料  7,687百万円 31.4％ 9.9％増

その他  322百万円 1.3％ 8.2％減

合計  24,485百万円 100.0％ 0.1％減

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、297百万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,000,000

計 45,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,320,000 11,320,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 11,320,000 11,320,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

当第３四半期会計期間に新たに発行した新株予約権がないため記載を省略しております。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 11,320,000 － 2,176,000 － 2,098,559

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     348,200 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  10,971,400109,714 ―

単元未満株式 普通株式         400 ― ―

発行済株式総数 11,320,000 ― ―

総株主の議決権 ― 109,714 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社サンエー化研
東京都中央区

日本橋本町1-7-4
348,200 － 348,200 3.07

計 － 348,200 － 348,200 3.07

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,570,222 4,989,999

受取手形及び売掛金 ※
 11,099,726

※
 11,246,111

電子記録債権 252,369 665,382

商品及び製品 1,631,902 1,368,474

仕掛品 1,562,993 1,294,484

原材料及び貯蔵品 748,572 865,716

その他 275,380 191,624

貸倒引当金 △62,897 △65,530

流動資産合計 19,078,269 20,556,262

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,776,059 2,639,965

機械装置及び運搬具（純額） 1,379,675 1,244,937

土地 1,901,430 1,916,530

その他（純額） 371,317 287,213

有形固定資産合計 6,428,482 6,088,646

無形固定資産 26,034 24,322

投資その他の資産

投資有価証券 2,658,910 2,726,884

その他 1,055,193 1,016,953

貸倒引当金 △1,709 △1,708

投資その他の資産合計 3,712,395 3,742,129

固定資産合計 10,166,911 9,855,098

資産合計 29,245,181 30,411,360
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 6,319,914

※
 7,617,337

短期借入金 4,003,000 3,390,000

未払法人税等 24,469 49,485

賞与引当金 448,498 236,972

役員賞与引当金 6,150 2,585

その他 ※
 1,662,169

※
 1,548,214

流動負債合計 12,464,203 12,844,593

固定負債

社債 20,000 10,000

長期借入金 959,814 1,151,802

退職給付引当金 693,062 643,726

役員退職慰労引当金 104,118 122,967

環境対策引当金 － 456,500

資産除去債務 96,992 97,912

その他 195,907 218,301

固定負債合計 2,069,894 2,701,209

負債合計 14,534,097 15,545,803

純資産の部

株主資本

資本金 2,176,000 2,176,000

資本剰余金 2,135,839 2,135,839

利益剰余金 10,029,928 10,145,767

自己株式 △116,963 △116,963

株主資本合計 14,224,804 14,340,643

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 352,019 383,383

その他の包括利益累計額合計 352,019 383,383

新株予約権 12,559 18,427

少数株主持分 121,700 123,102

純資産合計 14,711,083 14,865,557

負債純資産合計 29,245,181 30,411,360
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 24,518,119 24,485,865

売上原価 22,075,392 21,510,696

売上総利益 2,442,727 2,975,169

販売費及び一般管理費 2,268,525 2,215,826

営業利益 174,201 759,342

営業外収益

受取利息 473 279

受取配当金 71,672 73,016

作業くず売却益 46,027 43,259

その他 42,726 78,231

営業外収益合計 160,900 194,786

営業外費用

支払利息 58,767 52,286

その他 26,142 9,950

営業外費用合計 84,910 62,236

経常利益 250,192 891,892

特別利益

会員権売却益 3,171 －

固定資産売却益 － 347

投資有価証券売却益 － 170

特別利益合計 3,171 517

特別損失

固定資産除却損 4,125 6,633

投資有価証券売却損 2,445 92

会員権売却損 323 483

会員権評価損 1,473 4,250

環境対策費 － ※
 459,391

特別損失合計 8,367 470,849

税金等調整前四半期純利益 244,996 421,561

法人税、住民税及び事業税 41,503 50,610

法人税等調整額 122,463 98,504

法人税等合計 163,966 149,114

少数株主損益調整前四半期純利益 81,029 272,446

少数株主利益 5,997 3,001

四半期純利益 75,032 269,444
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 81,029 272,446

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,878 31,364

その他の包括利益合計 △6,878 31,364

四半期包括利益 74,151 303,810

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 68,220 300,808

少数株主に係る四半期包括利益 5,931 3,001
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ6,141千円増加しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 342,652千円 360,575千円

支払手形 1,096,318 755,270

設備関係支払手形（流動負債（その他）） 52 20,002

　

　

（四半期連結損益計算書）

※　環境対策費

　当第３四半期連結累計期間において、更地で遊休状態にある札幌工場跡地の土壌及び地下水汚染の自主調査を行っ

た結果、環境省令に定める基準値を超える特定有害物質が検出されました。自主調査の結果については、札幌市に報

告し、今後、行政当局の指導を仰ぎながら、汚染地下水の敷地外への拡散防止及び浄化対策並びに恒久的な汚染土壌

の修復対策を実施する予定であります。

　なお、汚染地下水の敷地外への拡散防止及び浄化対策並びに恒久的な汚染土壌の修復対策に係る引当金繰入額は、

合理的な見積額を環境対策費に含めて特別損失に計上しております。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 762,028千円 582,801千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 76,803 ７　  平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

平成23年11月14日

取締役会
普通株式 76,803 ７　  平成23年９月30日 平成23年12月５日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 76,802 ７　　  平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金

平成24年11月13日

取締役会
普通株式 76,802 ７　　  平成24年９月30日 平成24年12月５日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 11,268,1435,901,7806,996,57124,166,494351,62524,518,119

セグメント利益（△は損失） 437,145155,320△460,107132,35841,843174,201

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。　

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 10,623,6175,852,0337,687,59624,163,247322,61724,485,865

セグメント利益 208,66573,100442,668724,43434,908759,342

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。　

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6円83銭 24円55銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 75,032 269,444

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 75,032 269,444

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,971 10,971

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

　

２【その他】

平成24年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 76,802千円

（ロ）１株当たりの金額 ７円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月５日

（注）平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 平成２５年２月８日

株式会社サンエー化研 　

取締役会　御中 　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中井　新太郎　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田村　剛　　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

エー化研の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２４年

１０月１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー化研及び連結子会社の平成２４年１２月３１日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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